
Neesima Room企画展

若王子に眠る人ぴと一同志社墓地
学内の常設展示場(Neesima Room)で第24回企画展を次のよう

に開きます。洛東の若王子山にある同志社墓地には新島襄を始めと

して今日にいたるまで]00人をこえる人たちが埋葬されています。
今回、関係資料や遺品、写真などを展示、紹介いたします。 ..

<期問> 2003年10月leb拘~2004年2月29日(日)

<時問> 930~17:00

(土曜日は正午まで、日曜日は10:00から)

<会場> Neeslma Room

(同志社大学今出川キャンパスハリス理化学館部皆)

<休室日>祝日、 11月29日、] 2月25日、 12月27日~1月6日

<入場料>無料(事前申し込み不要)

<お問い合わせ先>同志社社史資料室 Tel.075・251・3042

E・meiul・shesi@mail.doshishaac.jp
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女子大学史料・室展示

広報で追う同志社女子大学皈割

同志社女学校がそのはじめての広報「同志社女學校廣告」を『七一雜報」
誌に載せたのは1878 佃局台11)年8月のことでした。以来、 2004年4月

開設予定の現代社会学部現代こども学科にいたるまで、さまざまな広報活動
を展開してきました。この間のシエイクスピア・プロダクション公演、音楽
学科演奏会、講演会、女子大学EVE、クラブ活動などのボスターを中心に、

関連写真、資料を展示します。

<期問> 2003年]1月21日(金)~2004年7月30日(金)ただし、土
日・祝日、およぴ]2月24日0拘~1月6日(火)は閉室します。

<時問> 10.00~16:00

<会場>同志社女子大学今出川キャンパスジエームズ館]07
<入場料>無料(事前申し込み不要)

<お問い合わせ先>同志社女子大学史料室 Tel.075・251・4200
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